（様式Ⅱ－6－0 ）
大宮区役所新庁舎整備事業

二次審査（事業者提案）
事業計画提案書
平成　年　月

（様式Ⅱ－6－1 ）

長期収支計画の前提－１

１．資金調達計画について

　（１）初期投資費の資金調達計画について記入すること。

	
	消費税抜き
	（備考）

	資金需要（初期投資費）(a)
	　　　　　　　　　　　　　円
	　　　　　　　　※１　

	一括支払分(b)
	　　　　　　　円
	実施・解体設計
	円
	×

 77％

	
	
	建設・解体・外構工事
	円
	

	
	
	工事監理
	円
	

	割賦支払分(c)＝(a)－(b)
	　　　　　　　　　　　　円
	

	資金調達
	出資金
	円
	出資企業名及び出資割合：

（構成員以外も全て記入すること）

	
	外部借入
	円
	借入先：

（検討している金融機関を記入すること）

	
	その他（　　　　　　）
	円
	調達先等：             ※２

	
	資金調達合計(d)
	円
	（備考）


・割賦支払分(c)と資金調達合計(d)が一致するように記入すること。(一致しない場合はその金額とその理由を「資金調達合計(d)」の備考欄に記載すること。)

・消費税及び地方消費税を除いた金額を記入すること。
※１　内訳を様式Ⅱ-６-３長期収支計画の前提－３の内訳に記入すること。

※２　その他資金調達方法を様式Ⅱ-６-２長期収支計画の前提－２に記入すること。

　（２）上記、一括支払分(b)の年度ごとの支払予定金額について記入すること。

	年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	算出方法
	当該年度分解体工事費
（出来高）　　　　　　円
×20％
	当該年度分解体工事費

及び建設工事費

（出来高）　　　　　　円　
×20％
	上記、一括支払分(b) －
平成28年度及び29年度の支払合計金額

	支払予定金額
	円
	円
	円


・各年度の出来高金額は現段階で想定できる金額を記入すること。
・各年度の支払予定金額の合計が上記、一括支払分(b)と一致するように記入すること。

２．外部借入等について

　　外部借入等について、内訳が分かるよう借入先別に借入条件等を記入すること。

	外部借入等
	円
	
	民間金融機関（金融機関名）
	円

	
	
	
	借入条件

（借入時期、期間、金利等）
	

	
	
	
	その他金融機関（金融機関名）
	円

	
	
	
	借入条件

（借入時期、期間、金利等）
	

	
	
	
	その他社債等
	円

	
	
	
	調達条件

（社債種類、調達時期、期間、利率等）
	


・現在検討している金融機関名あるいは社債内容等について具体的に記入すること。

	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－2 ）

長期収支計画の前提－２

	３．その他資金調達方法について

その他、資金調達手法として検討している手法がある場合は、記入すること。



	４．建中のつなぎ融資について

建中に外部借入する場合は、記入すること。



	５．関心表明について

金融機関から「関心表明」あるいは融資の確約が得られている場合は、関心表明書の写し等を本頁に続けて添付すること。


	
	

	
	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－3 ）

長期収支計画の前提－３

６．資金需要（初期投資費）の内訳

	内容
	金額（円）
	積算根拠

	調査費
	円
	

	基本設計費
	円
	

	実施設計費※１
	円
	

	解体設計費※１
	円
	

	解体工事費※１
	円
	

	建設工事費※１
	円
	

	外構工事費※１
	円
	

	工事監理費※１
	円
	

	開業に伴う費用
	円
	

	融資組成費用
	円
	

	建中金利
	円
	

	予備費
	円
	

	合　計
	円
	


・消費税及び地方消費税を除いた額を記入すること。

・金額は、円単位で記入すること。

・他の見積書、事業計画提案書等と整合性をとった形で記入すること。

・必要に応じ、適宜項目を追加すること。

※１　一括支払分の対象となる工事は実施設計費、解体設計費、解体工事費、建設工事費、外構工事費、工事監理費とする。
	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－4 ）

長期収支計画表－１

※別添EXCELファイルの様式を参照し、サービス購入料支払対象事業の長期収支計画表を作成すること。

	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－5 ）

長期収支計画表－２

※別添EXCELファイルの様式を参照し、サービス購入料支払対象事業に独立採算事業の収支及び施設利用料金収入を含めた長期収支計画表を作成すること。
	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－6 ）

運転資金増加への対応


事業期間中におけるサービス購入料の減額や予期せぬ出来事等の発生により、運転資金が不足になり増加の必要が生じた場合の対応策について、想定される対応策を下表から選択し（複数可）、選択した数に合わせて、その具体的内容を記入すること。

	想定される対応策
	チェック欄
	具体的内容

	スポンサー等による追加出資、劣後ローン
	
	

	スポンサー等の信用力による運転資金枠の設定
	
	

	配当部分の一部積立て
	
	

	予備費を含めた資金調達
	
	

	その他
	
	


（Ａ４版、適宜）

	提案受付番号：


（様式Ⅱ－6－7 ）

リスクへの対応


①入札説明書の「添付資料１ 想定されるリスクと責任分担」に記載の内容を踏まえ、特別目的会社（以下ＳＰＣ）が負担するリスクについて、グループの構成員間での分担内容等、基本的な考え方を記入すること。

	


②ＳＰＣが負担するリスクとグループの構成員以外の者が負担するリスクに分類した上で、想定されるリスクの種類を記入すること。また、これらのリスクについて具体的に対応策を検討している場合は、その内容を下表に記入すること。

	分類
	主体
	リスクの種類
	検討している対応策

	ＳＰＣ

（各構成員）
	
	
	

	
	
	
	

	構成員以外
	
	
	

	
	
	
	


・主体は、金融機関や保険会社等の業務遂行者（プレーヤー）を記入すること。

・必要に応じ、適宜項目を追加すること。

③入札条件以外に保険を付保する場合は、保険の種類について、下表の選択肢のうち該当する種類を選択し（複数可）、可能な範囲で想定される保険の内容を記入すること。

	種類
	チェック欄
	内容

	第三者賠償責任保険
	
	

	その他
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


・選択肢にない保険を付保する場合は、適宜項目を追加すること。
（Ａ４版、適宜）

	提案受付番号：


提案受付番号：








